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2014（H26）県立高校入試解説
問１．

(ｱ) － 3＋ 11 ＝ 8

(ｲ) － ＝ － ＝－

(ｳ) 12ab2
÷(－ 2b)＝－ ＝－ 6ab

(ｴ) ＋ ＝ ＋ ＝

問２．

(ｱ) (x － 1)2－(x＋ 2)(x － 8)＝ x2－ 2x ＋ 1 －(x2－ 6x － 16)
＝ x2

－ 2x＋ 1 － x2
＋ 6x ＋ 16 ＝ 4x ＋ 17

(ｲ) (x － 2)2＋ 6(x－ 2)＋ 5 ＝ x2
－ 4x ＋ 4＋ 6x － 12＋ 5

＝ x2
＋ 2x － 3 ＝(x ＋ 3)(x － 1)

(ｳ) 2x2 － 7x ＋ 1 ＝ 0

(ｴ) x＝ ＋ 2，y＝ － 2 x2y＋ xy2

＝ xy (x ＋ y)

＝( ＋ 2)( － 2)｛( ＋ 2)＋( － 2 )｝

＝(6 － 4)× ＝

(ｵ) y ＝ 2xの変化の割合は常に一定で 2
y ＝ ax

2 x 1 4 変化の割合は yの増加量 16a－ a

y a 16a x の増加量 4 － 1

5a＝ 2 より a＝

(別解) 変化の割合＝(1 ＋ 4)× a＝ 5a

(ｶ) 6a ＞ 5b

(ｷ)

x＋ 21 ＝ 50
x＝ 29
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(ｸ)

(ｸ)

図 2

(ｸ) AE と DC を延長して交点を H とする
△ AHDは正三角形

△ EHC も正三角形になるので
HC ＝ 1cm
△ GAF∽△ GHC より
AF：HC ＝ 3：1＝ AG：HG
△ AHD は正三角形になるので
AH ＝ 7cm

AG ＝ 7× ＝
3
4

21
4

△ CHE ∽△ CFB より

1：7＝ EH：3 EH＝

△ EHG ∽△ AFG より
AF：EH＝ AG：GE

＝ 3： ＝ 21：3＝ 7：1

AE ＝ 6cm より

AG＝ 6× ＝
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4

DA と CFを延長し
交点を Iとすると
AF¥DC より
△ IAF∽△ IDC
相似比が 1：2より IA ＝ 7cm

△ IAG ∽△ CEG より
AG：GE ＝ 7：1

AE ＝ 6cm より

AG ＝ 6× ＝
7
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(ｸ)

図 2

問３．

(ｱ) 点 A と点 D の x 座標は 2

点 A は y ＝ x2
のグラフ上にあるので、y ＝ 4

点 A(2，4)と AE：ED ＝ 4：3より
点 D(2，－ 3)となる
曲線② y ＝ ax2

は点 D を通るので、代入して

－ 3＝ 4a a＝－

(ｲ) 点 E は(2，0)，点 D は(0，－ 3)

傾きは２コイッテ３アガルので、

切片は－ 3なので

y ＝ x－ 3

(ｳ) △ ABC と△ ABG の面積が等しくなるには
底辺が AB で共通なので、高さが等しくなることが必要。
そのためには、CG¥AB になればよい。
点 B の x 座標は 1，点 B は y ＝ x2

のグラフ上にあるので、y＝ 2
点 B(1，1)と点 A(2，4)より AB の傾きは１コイッテ３アガルので、３

CG の傾き ＝ 3になるには、4＝ 3m より m ＝

あるいは， m：4 ＝ 1：3 3m ＝ 4 より m ＝

OGの長さは、2＋ ＝ したがって、点 G(－ ，0)
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FJ¥BCとなるように点 Jをとる
△ FJG∽△ CEGより

JG：EG＝ FJ：CE＝ 3：1
JE＝ 3cmより

JG＝ 3× ＝

AG＝ 3＋ ＝
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問４．

(ｱ) 5の倍数は，5 と 10

(ｲ) 210を素因数分解すると 2 × 3 × 5× 7
210の約数は，2,3,5,7を組み合わせたものになるので，次の 16 通りある。
もちろん，2けたの自然数ではないもの，2つのさいころでは作成できないものは

要領よく除くことができると速い。

1 2 3 5 7
2× 3＝ 6 2× 5 ＝ 10 2 × 7＝ 14
3× 5＝ 15 3× 7＝ 21 5× 7＝ 35
2× 3× 5 ＝ 30 2× 3× 7＝ 42 2× 5× 7 ＝ 70 3× 5× 7＝ 105
2× 3× 5 × 7＝ 210

小 b 小 b

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

大 １ ５ 大 １ 14 15
a ２ ５ a ２ 21
３ ５ ３ 35
４ ５ １０ ４ 42
５ １０ ５

６ １０ ６

(ｳ) ＝

37 － n ＝ 3× a × a の形になれば自然数となるが，

2つのさいころでは作成できないものは除く。
37 － n ＝ 3× 1× 1 n ＝ 34
37 － n ＝ 3× 2× 2 n ＝ 25
37 － n ＝ 3× 3× 3 n ＝ 10
37 － n ＝ 3× 4× 4 n ＝－ 11

小 b

１ ２ ３ ４ ５ ６

大 １

a ２ 10
３

４

５ 10 25
６

36
7

36
5

111－3n 3 37－n

36
3
＝ 12

1
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問５．

1200 m
8:00 x m y m
A C B

50m/分 60m/分 1時間勉強
C B

50m/分
5 分買い物

C B
60m/分 9:39

A さんの家から C 商店までの道のりを x m，
C 商店から B さんの家までの道のりを y mとすると，

全体の距離で等式を作ると x ＋ y ＝ 1200 ①

全体でかかった時間は 9:39 － 8:00 ＝ 1:39
歩いた時間は 1:39 － 1:05 ＝ 34

したがって ＋ ＋ ＋ ＝ 34 ②

あるいは ＋ ＋ 60＋ ＋ 5＋ ＝ 99

②× 300 6x＋ 5y ＋ 6y ＋ 5y＝ 10200
6x＋ 16y＝ 10200 ②’

②’÷ 2 3x＋ 8y ＝ 5100
①× 3 －) 3x＋ 3y ＝ 3600

5y＝ 1500
y ＝ 300

y ＝ 300 を①に代入して x ＋ 300＝ 1200 x ＝ 900

A さんの家から C 商店までの道のり 900 m，
C 商店から B さんの家までの道のり 300 m は問題に適している。

A さんの家から C 商店までの道のり 900m
C 商店から B さんの家までの道のり 300m
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問６．

(ｱ) 底面積 ×高さ×

＝ 2× 2× × 2 × ＝ (cm3)

(ｲ) 最短距離は展開図を描いて考えよう。

点 E から AC に垂線をひき，交点を H とする。

EH // DC だから，AH：HC ＝ AE：ED＝ 1：1 HC ＝ 2 × ＝ 1(cm)

また，△ ACDにおいて，中点連結定理より，EH ＝ DC ＝ × 2 ＝ 1(cm)

よって，展開図の△ EHB において，

三平方の定理より，BE ＝ ＝ (cm)
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△ ACFにおいて，

三平方の定理より，AF＝ ＝ (cm) 同様に，AG＝ (cm)

△ CGF は等しい辺が 1 cmの直角二等辺三角形になるから，FG ＝ (cm)
PF＝ x cm とすると、

△ AGP において、三平方の定理より，GP2＝( )2 －( － x)2

△ FGPにおいて、三平方の定理より，GP2 ＝( )2 － x2

したがって、( )2－( － x)2 ＝( )2 － x2

5－(5－ ＋ x2)＝ 2－ x2

5－ 5 ＋ － x2 ＝ 2 － x2

＝ 2

x＝ x＝ x ＝

GP2＝( )2 －( )2 ＝ 2－ ＝ GP＞ 0 より，GP＝ ＝ (cm)

(ｳ)別解

△ AGFの面積を 2通りに考える
FG を底辺、AI を高さとすると，

△ AGI において、三平方の定理より AI2＝( )2 －( )2 ＝ 5－ ＝

AI ＞ 0 より AI＝ ＝

面積は × × ＝

AFを底辺、GPを高さとすると、

× GP× ＝ となることが分かる。

これを解いて GP＝ ＝
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問７．

〔証明〕

△ OAD と△ BCE において，

まず， に対する円周角は等しいから，

∠ BAD ＝∠ BCD
よって、∠ OAD＝∠ BCE … ①

次に，仮定から，

∠ AOD＝ ∠ AOC … ②

また， に対する中心角と円周角の関係から

∠ AOC ＝∠ ABC

よって， ∠ AOC ＝∠ CBE … ③

②，③より，∠ AOD＝∠ CBE … ④

①，④より，2 組の角がそれぞれ等しいから，
△ OAD ∽△ BCE
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